
わ
が
国
現
存
最
古
の
産
婦
人
科
の
專
書
は
金
沢
文
庫
所
蔵
『
産

生
類
聚
抄
」
と
す
る
の
が
今
日
斯
界
の
定
説
で
あ
ろ
う
（
石
原
明
．

服
部
敏
良
）
。
同
書
は
鎌
倉
末
期
、
十
四
世
紀
初
の
成
立
と
み
ら
れ

る
が
、
最
近
演
者
は
こ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
産
婦
人

科
の
專
書
を
見
い
出
し
た
。
日
本
医
学
史
上
、
貴
重
な
史
料
と
考

え
ら
れ
る
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。

前
田
育
徳
会
專
経
閣
文
庫
に
は
そ
の
目
録
に
鎌
倉
末
期
写
と
鑑

定
さ
れ
る
失
名
医
書
（
十
五
函
九
号
）
が
あ
る
。
紙
高
羽
・
６
皿

幅
犯
・
９
叫
袋
綴
、
全
二
六
丁
。
現
状
で
は
奇
異
な
こ
と
に
、

卦
線
の
あ
る
葉
と
無
卦
の
葉
と
が
交
互
に
綴
じ
ら
れ
、
乱
丁
甚
だ

し
く
文
脈
が
通
じ
な
い
。
ま
た
書
名
が
あ
っ
た
は
ず
の
首
を
欠
き
、

内
容
か
ら
平
安
未
～
鎌
倉
期
の
医
薬
書
で
あ
る
こ
と
は
知
れ
る
も

27

日
本
最
古
の
産
婦
人
科
専
耆小

曽
戸
洋

の
の
、
い
か
な
る
性
質
の
害
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

よ
っ
て
書
誌
形
態
学
的
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実
は
本
書
は

も
と
粘
葉
装
を
の
ち
に
袋
綴
本
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
巻
子
本
具
注
暦
用
に
片
面
に
卦
線
の
引

か
れ
た
料
紙
を
転
用
し
、
一
紙
を
ニ
ッ
折
に
し
、
両
面
に
書
写
し

て
い
き
、
書
写
後
、
各
葉
の
の
ど
の
外
側
に
糊
付
し
貼
合
わ
せ
て

粘
葉
装
と
な
し
た
。
後
世
そ
の
前
半
有
欠
本
を
得
た
前
田
家
で
は

装
演
師
に
命
じ
、
各
葉
を
解
い
て
一
紙
の
表
裏
を
二
枚
に
剥
ぎ
分

け
、
裏
打
し
て
袋
綴
本
に
改
装
。
よ
っ
て
乱
丁
を
や
む
な
く
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に
従
い
本
書
を
旧
状
に
復
し
て
み
る
と
、

文
脈
は
通
じ
、
さ
ら
に
粘
葉
装
で
前
半
九
葉
三
六
頁
分
を
欠
損
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
旧
装
の
各
葉

の
の
ど
に
丁
番
号
（
背
丁
）
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
（
現
状
で
は

小
口
に
き
て
い
る
）
、
現
存
部
は
そ
の
第
十
～
二
十
二
丁
（
一
二
葉
、

四
八
頁
分
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
末
尾
は
余
白
紙
が
充
分
に
残

っ
て
い
る
か
ら
欠
損
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ

孝
（
》
Ｏ〔

朱
蜜
方
〕
新
生
児
に
真
朱
・
赤
蜜
を
与
え
る
方
。

〔
牛
黄
方
〕
牛
黄
を
与
え
る
方
。
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〔
初
与
乳
方
〕
「
如
常
」
と
略
す
。

〔
断
斉
方
〕
断
謄
の
法
。

〔
洗
浴
方
〕
五
方
。

〔
良
日
〕
「
陰
陽
道
沙
汰
也
」
と
し
て
略
す
。

〔
哺
穀
方
〕
記
載
な
し
。

〔
胞
衣
料
理
法
〕
胞
衣
の
処
理
法
。

〔
蔵
胞
衣
法
〕
胞
衣
貯
蔵
。
「
医
心
方
」
巻
二
十
三
よ
り
「
産
経
」

文
を
引
用
。

〔
吉
日
〕
「
陰
陽
道
沙
汰
」
と
し
て
略
す
。

〔
産
後
禁
忌
〕
「
千
金
方
」
「
小
品
方
」
を
引
用
。

〔
産
後
禁
食
〕
六
種
を
挙
げ
る
。

〔
治
産
後
運
悶
方
〕
六
方
あ
り
、
「
経
心
方
」
「
千
金
方
」
「
葛
氏
方
」

「
産
経
」
「
僧
深
方
」
「
孟
読
方
」
を
引
用
。

〔
治
産
後
悪
血
不
止
方
〕
四
方
。

〔
治
産
後
腹
痛
方
〕
五
方
。

〔
婦
人
任
身
心
不
可
服
薬
名
目
〕
妊
娠
時
禁
忌
の
薬
物
八
二
種
を

列
挙
。
「
産
経
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
。

〔
婦
人
任
身
禁
食
〕
妊
娠
時
の
食
養
に
関
す
る
注
意
三
一
条
。
「
産

経
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
。

〔
妊
娠
間
可
服
薬
井
禁
薬
等
〕
こ
の
項
は
三
二
頁
余
に
わ
た
り
妊

娠
時
に
服
用
可
能
な
薬
や
食
品
、
ま
た
要
注
意
の
そ
れ
に
つ
い
て

詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
は
じ
め
に
七
三
種
を
挙
げ
「
出
証
本
草
」

と
い
う
。
次
に
「
仙
沼
子
事
」
そ
し
て
「
真
珠
事
」
（
証
類
本
草
・

千
金
方
を
引
用
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
〔
果
部
〕
一
五
種
、
米
穀
部
一

四
種
、
菜
部
二
六
種
、
獣
部
三
二
種
、
魚
類
二
二
種
に
つ
い
て
記

載
。
和
名
を
示
す
も
の
あ
り
、
説
明
は
至
っ
て
子
細
。
日
本
旧
伝

資
料
に
拠
る
記
述
、
「
証
類
本
草
」
に
由
来
す
る
記
述
を
交
え
る
。

〔
変
女
為
男
法
〕
「
欲
生
女
者
」
を
含
め
一
五
条
。

以
上
の
記
載
を
み
る
に
、
本
書
は
宮
廷
の
皇
族
・
貴
族
を
対
象

と
し
た
産
婦
人
科
の
專
害
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
成
立
年

代
に
つ
い
て
は
、
旧
渡
来
の
古
巻
子
本
医
薬
書
を
引
用
す
る
こ
と

〔
「
医
心
方
」
か
ら
の
援
引
で
な
く
直
接
引
用
も
少
く
な
い
〕
。
と

同
時
に
「
証
類
本
草
」
を
引
用
す
る
こ
と
〔
「
大
観
」
の
成
立
は
一

一
○
八
。
そ
の
日
本
渡
来
初
出
記
録
は
『
通
憲
入
道
目
録
」
（
二

五
九
以
前
）
〕
。
そ
の
他
内
容
か
ら
推
し
て
、
本
書
の
成
立
は
「
産
生

類
聚
抄
」
よ
り
早
く
、
宮
廷
医
家
（
丹
波
氏
か
）
の
手
に
よ
っ
て
お

そ
ら
く
は
十
三
世
紀
中
に
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
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本
書
の
書
写
人
に
つ
い
て
他
の
尊
経
閣
文
庫
の
古
典
籍
と
比
較

し
た
結
果
、
古
巻
子
本
「
吉
日
抄
』
と
筆
跡
を
同
じ
く
す
る
こ
と

を
認
め
得
た
。
同
書
末
に
は
異
筆
で
「
以
先
父
自
筆
之
証
本
書
写

与
愚
息
長
周
詑
、
是
宋
人
呉
祐
之
筆
也
、
司
儀
令
丹
波
〔
花
押
〕
」

な
る
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
同
文
庫
の
古
巻
子
本
『
座
右
抄
』
の
料

紙
に
は
本
書
と
同
様
の
具
注
暦
用
卦
紙
が
用
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
も
含
め
、
今
後
さ
ら
に
本
書
に
つ
い
て
書
誌
・
内
容
の
両

面
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）

小
島
原
泰
民
に
は
「
歯
科
病
理
各
論
」
上
・
下
巻
（
明
治
二
三
年

刊
）
、
『
歯
科
小
枝
』
（
同
年
刊
）
、
『
歯
科
解
剖
学
」
（
同
二
四
年
刊
）
、

「
歯
科
生
理
学
」
（
同
二
六
年
刊
）
、
『
実
地
必
携
内
科
攪
要
」
（
同
二

六
年
刊
）
、
『
裁
判
歯
科
学
」
（
同
二
七
年
刊
）
、
『
歯
科
冶
金
学
」
（
同

二
九
年
刊
）
、
「
歯
科
必
読
外
科
通
論
、
全
」
（
同
年
刊
）
、
『
歯
科
病
理

各
論
、
完
」
（
同
三
○
年
刊
）
、
『
歯
科
生
理
学
』
再
版
（
同
三
一
年
刊
）
、

『
崎
形
歯
論
」
（
同
三
二
年
刊
）
、
『
雛
歯
矯
正
術
』
（
同
三
三
年
刊
）
、

『
歯
科
解
剖
図
譜
」
（
同
三
五
年
刊
）
な
ど
多
数
の
著
（
訳
）
害
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
著
書
が
わ
が
国
の
黎
明
期
に
お
け
る
歯
科
界
に
及

し
た
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

小
島
原
泰
民
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
二
四
日
、
福
島
県

会
津
高
田
町
大
字
藤
家
館
字
藤
田
の
農
家
の
五
男
と
し
て
生
れ
る
。

羽
小
島
原
泰
民
と
そ
の
訳
（
著
）
書

○
谷
津
三
雄
、
渋
谷
鉱
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